PAGE  
BMW
Press

3/2003
Page 6

[image: image1.png]


BMW M3 CSL
目次

本プレス キットおよびCD-ROMの内容は、2003年3月現在の EU市場向けの仕様について書かれており、その他市場においては，仕様、標準装備品、オプション設定が異なる場合があります。また、車体寸法、エンジン出力などはBMW AGのある時点での発表データで、日本仕様の国土交通省の認証値とは異なります。尚、仕様は随時変更される可能性がありますので予めご了承ください。
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1. ニュー BMW M3 CSL： 
インテリジェント ライトウェイト テクノロジーと究極のドライビング ダイナミクス
（ショート ストーリー）
BMW ブランドの核心を最も独創的なスタイルで表現する新しいスポーツ カー、BMW M3 CSL が誕生しました。BMW M 社のエンジニアたちは、1970 年代のツーリング カー レースにおいて名声を博した、あの有名な BMW ライトウェイト クーペの遺産と伝説的な大勝利を継承しながら、設計に細心の注意を払い、最高レベルの品質基準に仕上げられた、純粋な真のスポーツ カーを再興しました。
この新型車の開発に従事している BMW M 社のエンジニアたちは、車両重量が絶えず上昇する傾向を食い止める唯一の方法は全ての移動質量を徹底的に削減することである、という認識に立って、スリリングなライトウェイト コンセプトを実現しました。ニュー BMW M3 CSL は既存のきわめてダイナミックな M3 モデルよりも、もっとパワフルで、もっと軽いため、さらに俊敏になっています。
ただし、BMW M 社はこの新型 M3 CSL を開発するに当たって、重量だけを極端に削減することに集中したわけではありません。反対に、デザイナーや開発エンジニアたちが自らに課した課題とは、本当に最後の部品に至るまでが真のドライビング ダイナミクスに満ち溢れ、あらゆる面で完全無欠の車両を製作することでした。その結果、誕生したのが比類ない、そして全く欠点のないドライビング ダイナミクスと真のキャラクターでした。
したがって、BMW M3 CSL では、卓越した俊敏性が究極のドライビング エクスペリエンスと一体化されています。1馬力当たりわずか 3.85 kg という傑出したパワー ウェイト レシオによって、この新型車両は全く新しい次元へと進化します。そのため、BMW M 社のエンジニアたちは、このスポーツ カーがドライビング ダイナミクスにおいて最高のベンチマークとされるドイツ・ニュルブルクリンク北コースで 8 分という大きな壁を破ることができると確信しています。
ドライビング ダイナミクスを新次元へと高める
インテリジェント ライトウェイト テクノロジー

このダイナミックなドライビング マシンを製作するに当たって BMW M 社のエンジニアたちが追求した製法が、「インテリジェント ライトウェイト テクノロジー」なのです。これは最も適した場所に、最も適した素材を使用することによって、重量を徹底的に削減する手法です。カーボン ファイバー強化プラスチック（CFP）は、フォーミュラ ワン（F1）分野で最も重要な素材の一つですが、M3 CSL の車両重量を削減するだけではなく（車両重量は 1,385 kg で、M3 標準モデルよりも約 110 kg ほど軽くなっています）、特にこの軽量素材を車両のフロントおよびリアに使用することによって、さらに俊敏な高速コーナリングを可能にしています。
フロントの運転席側にエンジン用のエア インテークが一つ追加された、新しいデザインの力強いカーボン ファイバー強化プラスチック（CFP）製フロント エア ダムを見れば、ニュー BMW M3 CSL は卓越した最高のパフォーマンスを発揮するために生まれてきたことは明らかです。また、外側からでもはっきりと見えるフラップは、フロント アクスルの揚力を大幅に抑制する役割を果たします。
車両後部では、新デザインのシート モールディング コンパウンド（SMC）製トランク リッドに一体化されたスポイラーと、CFP 製リア ディフューザーとの組み合わせにより、大幅な揚力抑制効果がもたらされます。
必要な場所に使用された画期的な素材
BMW M3 CSL を象徴するインテリジェント ライトウェイト テクノロジーが最も明確に表現されている箇所は、カーボン ファイバー強化プラスチック製のルーフです。BMW ランツフート工場のエンジニアによって製造されたこの大型部品は、従来のルーフよりも約 6 kg 軽いだけではなく、低重心化にも貢献しています。
BMW M 社のエンジニアたちは重量の削減努力に焦点を絞り、実質的に M3 モデルのすべての部品を精査し、その都度、最適な素材を使用して重量を削減しました。その結果、M3 CSL ではスルー ローディング システムの構造材料となるエンドレス グラス ファイバー熱可塑性樹脂などのような航空宇宙産業用に使用されるグラス ファイバー強化プラスチックや、リア バンパー サポートに使用されているグラス ファイバー強化プラスチックが採用されています。別例を挙げると、トランク ルームの床面には紙製のハニカム サンドイッチ パネルが使用されています。また、M3 と同様に、この M3 CSL にはアルミニウム製のエンジン フードが装着され、超薄板ガラスで構成された特殊リア ウィンドウが装着されています。
高速走行に最適： M3 CSL に搭載された非常にパワフルなエンジン
しかし、パワーとパフォーマンスが一段と向上した理由は、インテリジェント ライトウェイト テクノロジーを採用した効果によるものだけではありません。むしろ、すでに高回転型エンジンとして名高い直列 6 気筒パワー ユニットは、最高水準にまで昇華しています。この 3.2 リットル エンジンは、最高出力 360 ps（265 kW）/7,900 rpm（1 リットルあたりの出力は 111 ps という驚異的な数字に達します）、最大トルク 370 Nm/4,900 rpm を発生します。
M3 CSL の搭載エンジンについても、肉厚が通常よりも薄くなったエグゾースト システムやカーボン ファイバー製エア コレクターを採用するなど、軽量化コンセプトが追求されています。このため、空気の流れが改善された新型エア インテークからは、モータースポーツ独特のサウンドが生まれます。
極めて大きなインテーク エア開口部とカーボン ファイバー製の大型エア コレクターで構成されるこの新型インテーク エア システムのおかげで、エンジンは通常よりもかなり大量の空気を吸い込むことができます。このため、カムシャフトは通常よりもバルブ開時間が長くなるように設定されています。
吸気量は F1 と同じ原理に基づいて計算されます。排気ガスが円滑に排出されるように、M3 CSL には最適なエグゾースト バルブ、改良型エグゾースト マニホールド、およびエア サイレンサーに接続されているファネル型パイプが装着されています。
これらの装備と改良点により、BMW M3 CSL の加速性能は0 – 100 km/h 加速がわずか 4.9 秒、200 km/h までは16.8 秒で達します。 最高速度は電子制御によって 250 km/h に制限されています。
M3 CSL 専用ギアボックスと F1 ライクなギア シフト
もちろん、M3 CSL には BMW M 社で最もスポーティでダイナミックなトランスミッション、ドライブロジック付きシーケンシャル M ギアボックスが搭載されています。また、F1 テクノロジーに基づき設計された SMG/ドライブロジック ギアボックスは、6 速のギア全てにおいて、わずか 0.08 秒の超高速ギアシフトを実現し、エンジン回転数の全域でパワーをダイレクトに伝達します。 

しかもこのギアボックスは、シーケンシャル シフト モードと自動変速モードを選択することができ、ドライブロジックによるメリットによって、ドライバーは 11 通りものギアシフト オプションを自由に選択することができます。重要なことは、SMG ドライブロジックが M3 CSL 用としてはじめから再設計され、完璧に再調整されている点にあります。
これに関連する特徴は、M3 CSL 用に改良された発進制御装置とその特性にあります。停車状態から完璧にスタートしたい場合は、加速アシスタントを選択することによって、各ギアがそれぞれの速度制限域に達する前に SGM が自動的にギアをシフトしてくれるため、ドライバーは何も操作しなくても車両を最高速度までよどみなく加速させることができます。
レーシング カーと同じ正確さと俊敏性

フロントのトレッドが拡大され、サスペンション ジオメトリーが改良されたことにより、M3 CSL には純血のレーシング カーだけが実現できるダイナミックなドライビング パフォーマンスが与えられました。これらの改良点には専用スプリングやダンパー、それに究極かつ最先端のハンドリングを実現するために新たに調整されたステアリングも含まれています。また、制動力のさらなる向上と減速時間のさらなる短縮を実現するために、ブレーキも改良されました。このため、M3 CSL は車速 100 km/h から 34 m 未満の距離で停止することができます。また、サーキットにおける特別な目的のために、この車両にスポーツ ブレーキ パッドを装着することも可能です。
M3 CSL のタイアも非常に特殊です。この車両専用に開発されたミシュラン製Pilot Sport Cupタイアは、フロントが 235/35 ZR 19、リアが 265/30 ZR 19 サイズです。同じく専用に開発されたアルミニウム製ホィールのサイズは、フロントが 8½ J x 19、リアが 9½ J x 19 です。これらの専用タイアはトレッドが左右非対称であるため、真の傑出したロード グリップを発揮して、ダイナミック パフォーマンスに貢献します。
スポーティで機能的： M3 CSL のコックピット

M3 CSL のインテリアでもなるほどと思わせる箇所に、最高の機能と最小の重量を目標とするコンセプトが追求されています。真のモータースポーツの基準を反映して、この車両にはシート ヒーターやナビゲーション システムなどは用意されていません。ラジオとエア コンディショナーだけは、オプション装備として選択することができます。端正なフォルムのダッシュボードの特徴は、ダッシュボード カバー、センター コンソール、ドアおよびサイド ライニングがCFP 製になっています。
グラス ファイバー強化プラスチック製バケット シートの表皮は、アマレッタ／ファブリックの組み合わせですが、ドライバーと助手席乗員に最適なサイド サポートを提供するだけではなく、前方に倒すことで、リアに設けられた2座のバケット式シートへ容易にアクセスできるようになります。重量上の問題から、シートの前後調節および高さ調節は手動式になっています。
ドライビング ダイナミクスのための装備： M トラック モード
標準装備される M ステアリング ホィールはアルカンタラ仕上げされており、非常に優れた確実なグリップを発揮します。ステアリング ホィールの真後ろには、SMG ドライブロジック ギアボックス用のシフト パドルが装着されています。ユニークな M トラック モード用スイッチは、ステアリング ホィールの右スポークに設置されています。このダイナミック スタビリティ コントロール（DSC）の特別機能は、モータースポーツ専用の機能として開発されており、システム作動中はメーター パネル内に新たに設けられた表示灯が点灯します。M3 CSL のドライバーは、身体能力の限界まで挑戦しながら、サーキットにおいて考えられる最高レベルの前後方向および横方向の加速度を発生させることができます。このとき DSC が介入するのは、車両が絶対的な限界値に追い込まれた瞬間だけです。
ニュー M3 CSL を開発するにあたって、BMW はダイナミック モータリングの限界を再評価しました。この最高水準を目に見える形で表現するために、この妥協なきクルマには、シルバー グレー メタリックとブラック サファイア メタリックの 2 種類の外装色だけが用意されています。




































